
 

 

報 道 発 表 

令 和 3 年 3 月 3 日 

気 象 庁 

 

３月２３日は世界気象デー 
～今年のテーマは「海洋と私たちの気候・天気」～ 

※原文は“The ocean, our climate and weather” 

 

【世界気象デーと今年のテーマ】 

 WMO は、1950 年（昭和 25 年）3 月 23 日に

世界気象機関条約が発効したことを記念し、

毎年 3月 23 日を「世界気象デー」として、気

象業務への国際的な理解促進を目的にキャン

ペーンを行っています。 

今年のテーマは、「海洋と私たちの気候・天気」です。これは、国連の「持続

可能な開発のための海洋科学の 10 年」（2021 年～2030 年）の開始を記念して選

ばれました。海洋は、人間活動によって排出された二酸化炭素の約 3 割を吸収

するとともに大量の熱を蓄えます。このため、気候変動や台風・豪雨等を含む

日々の天気を監視・予測するうえで海洋の状況を把握することが重要です。 

ソーシャルメディアで話題にされる場合は、ハッシュタグ「#WorldMetDay」を

ご利用ください。 

 

【気象庁の取組】 

気象庁は、WMO やユネスコ政府間海洋学委員会（IOC）等による国際的な協力

体制の下、地球環境・気候変動の監視・予測のため、海洋気象観測船や自動観測

装置（アルゴフロート）、気象衛星ひまわり等によって海洋や海上の気象の観測

を実施するとともに、船舶の運航の安全性や経済性に資する海上警報・海上予報

等を発表しています。また、沿岸域の防災対応のため、津波や高潮等の観測・予

測情報を提供しています。 

今後も、WMO やユネスコ IOC、各国気象機関、国内の関係省庁・機関と協力し

ながら、引き続き気候変動対策や防災等の課題に取り組んでまいります。 

 

  

世界気象機関（WMO）は、3月 23 日の「世界気象デー」に向けて、「海洋と私た

ちの気候・天気※」をテーマとする特設ページを立ち上げました。 

WMO 特設ページ（英語）：https://public.wmo.int/en/resources/world-meteorological-

day/wmd-2021-the-ocean-our-climate-and-weather 

問合せ先：総務部企画課国際室 担当 松田 

電話 03-6758-3900（内線 2253） FAX 03-3434-9009 

https://public.wmo.int/en/resources/world-meteorological-day/wmd-2021-the-ocean-our-climate-and-weather
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（別紙） 

【世界気象機関（WMO）特設ページ（英語）のメッセージの仮訳】 

 

天気や気候と言うと、ほとんどの人は大気の中で起こっていることだけを考

えます。しかし、海のことを無視すると、全体像を見落とすことになってしまい

ます。 

 

海洋は地球表面の約 70％を覆っており、世界の天気や気候を左右する主要な

役割を担っています。また、気候変動においても中心的な役割を果たしています。

海洋は世界経済の主要な推進力でもあり、世界貿易の 90％以上を担い、人類の

40％に当たる海岸から 100km 以内に住んでいる人々の生活を支えています。各

国の気象水文機関や研究者は、このことを認識し、海洋の今の状況とその変化を

常に監視し、海洋が大気に与える影響をモデル化し、沿岸管理や「海上における

人命の安全」の支援など、さまざまな海洋サービスを提供しています。今日では、

気候変動の影響の拡大により、海洋の観測・研究・サービスがかつてないほど重

要になっています。 

世界気象デーのテーマである「海洋と私たちの気候・天気」は、WMO が「地球

システム」の中で海洋・気候・天気をつなぐことに重点的に取り組むことを表明

するために設定されました。同時に、国連の「持続可能な開発のための海洋科学

の 10 年」（2021 年～2030 年）の開始を記念するものでもあります。この「10 年」

は、革新的かつ変革的なアイデアを通じて、持続可能な開発を支援するための基

本的な情報として海洋科学の知見を収集するための取り組みを促進するもので

す。WMO は、気候・天気・水に関する国連の専門機関として、海洋・気候・天気

の間の密接なつながりを理解するための支援に努めています。これは、気候変動

の影響も含め、私たちが生きているこの世界を理解し、WMO に加盟するそれぞれ

の国や地域が災害のリスクを減らすことによって、人命と財産の安全を守り、持

続可能な経済を維持することを支援するものです。 

 

WMO 特設ページ（英語）：https://public.wmo.int/en/resources/world-

meteorological-day/wmd-2021-the-ocean-our-climate-and-weather 

 

 

 

 

 

 

 

世界気象機関（World Meteorological Organization : WMO）の概要 

設立目的： 気象業務に関する国際的な調整・標準化・改善や、 

気象情報の交換促進 

設立日： 1950 年（昭和 25 年）3 月 23 日 

 事務局所在地： スイス・ジュネーブ 

 加盟構成員： 187 か国・6 領域（我が国は 1953 年（昭和 28 年）に加盟） 

 ホームページ： https://public.wmo.int/en 
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